
令和５年度 「鹿児島市小・中連携研修会」 

小中連携研修会「武岡中学校グループ」 

１ ねらい 

 

（１） 小・中９か年間にわたり一貫して子どもの教育を担うという視点から，相互の教育活動の参観な

どを通して実態把握を行い，小中連携によるよりよい教育活動の創造に資する。 

（２） 生徒指導や学習指導上の諸問題や課題等についての情報交換を行い，心豊かで，たくましく生き

る児童・生徒の育成に役立てる。 

（３） 相互の職員の交流を通して，親睦を深める。 

 

２ グループ校別研究主題 

 主体的・対話的に考えを広げ，深め合える生徒の育成 

～小中の接続を意識した学習指導・生徒指導のあり方～ 

 

３ 研究の視点 

  中学校区の課題をもとに共通課題を明らかにし，各学校において連携して取り組む。 

 

４ 令和５年度の研修 

期 日 内 容 会 場 

６月 ８日（木） 小・中連携研修会推進委員会 武岡台小学校 

７月 ４日（火） 小・中連携研修会 武岡台小学校 

１１月（県民週間） 相互授業参観 各学校 

１月１９日（金） 入学説明会 武岡中学校 

２月 小中連携研修会推進委員会 紙上開催 

３月２６日（火） 小中連絡会 武岡中学校 

 

 小学校と中学校が全教育活動を通して連携を深めながら，「豊かな人間性」,「確かな学力」,「健康

や体力」など，時代の変化に対応し得る「生きる力」の育成を図る。 

 特に，９年間の学びの連続性を追求することを通して，学習指導法の工夫や改善を行い，基礎学力の

定着や資質・能力の育成を図るとともに，「中１ギャップ」の解消やいじめ・不登校・非行等の問題解

決のために，児童生徒一人ひとりのよさや違いを認め，全ての児童生徒が自己の肯定感や有用感をも

ち，主体的に成長できる教育環境整備に努める。 



５ 研究報告【小・中連携研修会について】 

 （１） 期日及び場所   令和５年７月４日（火） 武岡台小学校 

  

（２） 参加者  武岡中 武岡小 武岡台小  ４３人 

 

（３） 日程 

      14:45    15:10                        16:30 

 

（４）  成果と課題 

  〇  小グループ協議を取り入れたことで，活発に意見交換ができた。 

  〇 小中で共通して実践できそうなこと，それぞれの特性を生かして実践できることなど話を 

深めることができた。 

  〇 小学校の実践を知ることができて，必要なことを共有できた。 

  〇 授業だけでなく，設営や整理整頓の様子は大変参考になった。 

   

  ● 事前に各学校の資料を配布し,確認することできれば,当日の話合いの方向性を作りやすい。 

  ● 自由参観はできれば様々な教科を参観できるとよい。 

   

６ 来年度に向けて 

・ 共通実践事項の取り組み結果から，再度設定し共通して取り組む。 

・ 児童生徒の実態を把握し，学習指導の工夫・改善について研修を深める。 

（宿題のあり方を考える必要があるのではないか） 

 

 

 

 

 

 

授業参観(45) 

各教室自由参観 

移動･準備

(25) 

会場校下校指導 

分科会・全体会（体育館）（80） 

研究協議（小グループ協議）・全体共有 


